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事務所／〒484-0081 犬山市大字犬山字西畑 22-5 

電 話／0568-61-5219 F A X／0568-61-5523 
U R L／http://www.inuyama-rc.org/ ｅ-mail／info@inuyama-rc.org 
例会場／〒484-0082 犬山市大字犬山字北古券 107-1名鉄犬山ホテル 

電 話／0568-61-2211 毎週火曜日／12：30～13：30 

 

■会 長：日比野 万喜男 

■幹 事：稲 垣 圭 次 

■会報委員長：梅 田 佳 和 

第２７６８回  例  会 （ Ｈ３０．１２．１８ 火 晴れ ☀ ） 

点 鐘 日比野 万喜男会長 

R . S それでこそロータリー 四つのテスト 

幹事報告 稲垣 圭次幹事 

１）下記クラブは法定休日又は定款による休会又は 

クラブ都合により（メーキャップ受付なし）です 

クラブ名 例会日（曜） クラブ名 例会日（曜） 

名古屋空港 12月24日(月) 名古屋空港 12月31日(月) 

犬 山 12月25日(火) 犬 山 1月 1 日(火) 

瀬 戸 北 12月25日(火) 瀬 戸 北 1月 1 日(火) 

岩 倉 12月25日(火) 岩 倉 1月 1 日(火) 

名古屋城北 12月25日(火) 名古屋城北 1月 1 日(火) 

愛知長久手 12月25日(火) 愛知長久手 1月 1 日(火) 

瀬 戸 12月26日(水) 瀬 戸 1月 2 日(水) 

小 牧 12月26日(水) 小 牧 1月 2 日(水) 

江 南 12月27日(木) 江 南 1月 3 日(木) 

春 日 井 12月28日(金) 尾 張 旭 1月 4 日(金) 

尾 張 旭 12月28日(金)   

下記クラブは例会変更です 

クラブ名 例会日（曜） 場所（変更理由） 

各 務 原 12月19日(水) (例会時間変更(夜間)) 

美 濃 加 茂 
12月21日(金) 

→12月22日(土) 

(年末忘年･ 

家族ｸﾘｽﾏｽ会(夜間)) 

名 古 屋 栄 1月 7 日(月) (第 2 回ﾐﾆ懇親例会) 

岡 崎 南 1月 8 日(火) (新年例会(夜間)) 

出席報告（田中茂生委員長） 

出席率 86.00％ 

会員 56 名 出席 43 名 欠席 13 名 

欠席者 松平實胤君 中村大輔君 丹羽敬昇君 

野村憲治君 梅田佳和君 宇佐美芳樹君 

山本幸夫君 

前例会の修正(12/11 分) 

福冨孝弘君(12/12eCLUBONE)原正男君(12/5 年末の
交通安全県民運動)岡田雅隆君(11/28第2回ｶﾞﾊﾞﾅｰ補佐
研修会議)谷定貴之君(12/10eCLUBONE) 

以上 86.00％を 94.00％に修正 

前々例会の修正(12/4 分) 

福冨孝弘君(12/12eCLUBONE) 

以上 98.08％を 100％に修正 

祝 福（松山基邦委員長） 

おめでとうございます！！ 

会員誕生日 板津 英基君  12 月 18 日 

会員誕生日 髙橋 秀治君  12 月 18 日 

会員誕生日 田中 茂生君  12 月 28 日 

皆出席 5 年 丹羽 敬昇君  12 月 24 日 

御夫人誕生日 

田中茂生君夫人 養子様 12 月 19 日(結婚記念日 3/15) 

  

    

✿✿ お誕生日 おめでとうございます！ ✿✿ 

 

ニコボックス（小川保利委員長） 

日比野万喜男君  河田敏和さん、卓話大変楽しみにしてお

ります。宜しくお願いいたします。 

（同文にて）小川嘉吉君 稲垣圭次君 鈴木一成君 

小川征一君 兒玉さん、大島さんの入会を喜んで。 

河田敏和君 5 回目の卓話当番よろしく。 

朱宮新治君 今年も皆さんに何かとお世話になりまし

てありがとうございました。 

岡田雅隆君 兒玉さん、大島さんの入会を喜んで。 

河田さんの卓話楽しみにしています。 

原 正男君 大島さん、兒玉さん、宜しくお願いしま

す。河田さんの卓話楽しみにしています。 

兒玉 寿君 入会させていただきありがとうございます。 

大島匡博君 入会させて頂きありがとうございます。 

安達英昭君 河田敏和さんの卓話を拝聴できることを

喜んで！楽しみにしています！ 

今年 1 年ありがとうございました。 

（同文にて）藤井友喜君 福冨孝弘君 埴田惣一君 

日比野良太郎君 平林米司君 井川光雄君 

石田銑一君 板津英基君 加藤浩一君 

近藤斉宏君 近藤俊也君 真野健二君 

松山基邦君 宮本照剛君 小田漠己君 

小川宏嗣君 小川誠君 小川征一君 

小川保利君 奥村正幸君 大澤渡君 

朱宮新治君 祖父江寿男君 髙橋秀治君 

谷定貴之君 塚原義成君 山田直廣君 

山根雄司君 安田新平君 吉田洋君 
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会 長 挨 拶（日比野万喜男会長） 

 

 皆さん こんにちは。 

 早いもので今年も残すところ 2 週間程となり、本日

の例会が今年の最終となりました。年の瀬は、ゆく年

くる年を繋ぐ大きな節目の時期です。今日は、本年度

の活動を顧みて、整理してみようと思います。 

 本年度が始まる時に、私はテーマを「みんなが学び、

一人一人が輝こう」としました。その訳は、一人一人

のロータリアンが、ロータリーの理念を学び、全ての

会員がそれを実践すれば、地域の人から一層尊敬され、

ロータリーの、犬山ロータリークラブのイメージが良

くなり、それがこの地域の、日本の、世界の平和につ

ながっていくと考えたからです。 

 そのために、3 つの提案をしました。 

1 つ目が、「例会のあり方を最重要ととらえます」

ということで、これは会員の親睦が深められる例会に

なれば、会員同志が学び合えます。 

2 つ目が、「現在行なわれている継続事業を見直し

ます」ということで、これは事業の意義を再認識すれ

ば、奉仕のあり方を学び直せます。 

3 つ目が、「若い人が「学び」をする「若手塾」を

開催します」ということで、これは、ロータリーの理

念をみんなが学ぼうというものです。 

これらを念頭に各委員会で充実した事業方針をたてて

いただきました。 

1 つ目の例会のあり方については、これはなかなか

うまくいくものではありません。どうやったら、例会

が活性化するのだろうか。まずは、出席していただか

なければどうにもなりません。どうするか。隣に座っ

ている稲垣幹事の顔を見て、「今日は多いね」「今日

は少ないね」「今日は少し中だるみなのかな」とか、

そんな事を話しながら過ごしてきました。他のクラブ

の会長の話を聞くと、会長挨拶で「裏話をすると出席

率が上がるよ」とか聞きますが、そんな裏話を知る由

もありません。でも、SAA さんが、クジで席決めをし

ていただいたり、親睦委員会さんが、会員の皆さんか

らいろいろな話を聞いていただいたり、プログラム委

員会さんが軽妙な話術で、卓話例会や、平林さんの在

籍 50 年をお祝いする例会を楽しくしていただいたり、

その他にも多くの委員長さん・会員の皆さんがいろい

ろなことをしていただいたことで、皆さんの１つ１つ

の協力でつくり上げていく内容が、例会を活性化させ

ていくのではないかと思うようになりました。今後と

も、よろしくお願い致します。 

2 つ目の継続事業の見直しについては、例えば、社

会奉仕委員会さんが、要介護慰問品贈呈事業を例年の

大判タオル贈呈に子供達の激励メッセージを加えただ

けで、今までと違った事業に生まれ変わったと思いま

す。また、子供達の家族を巻き込み、多くの地域住民

の方にもロータリーを広報できました。継続事業は、

少しずつ見直していった方が良いのではないかと思っ

ています。ちなみに、来年の 1 月号の「ロータリーの

友」にその記事が掲載されますのでご覧ください。 

3 つ目の「若手塾」ですが、現在、来年に向けて準

備中です。村井ガバナーが言われるように、国際ロー

タリーと日本とでは、いろいろな面でかい離がありま

す。その中で、若い人が、奉仕の心とは、何なのかを

学び、それを実践していただければ良いなと思ってい

ます。 

そして、事業としましては、 

8 月に青少年国際交流事業、ガバナー公式訪問合同

例会 

9 月に 要介護 慰問品贈呈 

10 月に 平林米司さん 在籍 50 年を祝う例会 

11 月に 台湾草屯表 敬訪問 

が実施され、その他にも国際交流資金・育成資金・敬

老記念品贈呈、シートベルト・チャイルドシート関所

の参加など、各委員会が精力的に活動していただけま

した。各事業、本当に素晴らしい成果を上げていただ

いたと思っています。改めて、会員の皆様に感謝申し

上げます。 

 会員増強につきましても、12 月に 2 名の方に入会し

ていただき、来年 1 月にも 1 名の入会が予定されてお

ります。入会時期は未定ですが、入会していただける

方も 1 名みえます。皆様のご尽力に感謝するばかりで

す。今後も引き続き、ご協力をお願い致します。 

 また、私の会長挨拶につきましては、なるべく判り

易い言葉で、ロータリー情報やロータリーの理念をお

伝えするようにしましたが、どうしても長くなり、聞

きづらかったのではないかと思っています。果たして

どこまで皆さんにお伝えできているのか、不安ばかり

ですが、あと半年、いろいろ考えながら続けていきた

いと思っています。 

 最後になりますが、来年もこれまでと同じく活気あ

るロータリーライフが送れますように、会員の皆様の

ご指導・ご鞭撻・ご協力をいただけますよう、よろし

くお願い申し上げまして、本日の会長挨拶と致します。 

 
その他委員会報告 
◎青少年奉仕委員会（小川 誠委員長） 
青少年奉仕委員会よりご報告とご案内を申し上げま

す。去る 11 月 23 日～25 日、豊田市において大学生・
社会人の RYLA セミナーが開催されました。犬山から
は四季の丘にお住まいの大学生、都築さんが出席をさ
れました。3 日間終了後の感想は一言で言うと、とて
も楽しかったということでした。 

また 3月には高校生の RYLA セミナーがありますの
で良い方がお見えでしたらご紹介をお願いいたします。 
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◎職業奉仕委員会（保浦博志委員長） 
11 月 28 日（水）名鉄グランドホテルにて地区職業

奉仕委員長会議に出席してきました。 

東尾張分区のテーブルにて委員会活動報告及び問題

点などディスカッションし、やはり職場訪問や、表彰

事業など例会が主でしたが、社会奉仕委員会と、職業

奉仕委員会の事業内容が重複しているロータリークラ

ブもあり、考え方も区々であり、RI では職業奉仕を無

くしても良いのではないかとの？意見があるとのこと

でした。 

 2019 年 1 月は職業奉仕月間という事で、1 月 15 日

の例会は、職場例会です。今仙電機グローバル研修セ

ンターにて 12 時食事、12 時 30 分から 13 時 30 分ま

で例会となっておりますので、時間を間違えないよう

にお願いします。駐車場は、正面に十分ございます。 

◎米山記念奨学会委員会（真野健二委員長） 
失礼いたします。たまには報告せよとのことでした

ので、少しだけ報告させていただきます。 

2 週間前の 12 月 4 日例会後ですが、ルェンさんと 

トゥイさんとアディさんで犬山城に行って参りました。

そしてその後に松平さんのご厚意がありまして、寂光

院に寄らせてもらいまして、お茶とお饅頭を呼ばれま

した。少し雨が降っていましたが、すごく良い体験が

出来たと思います。 

そしてその週末 12 月 8 日（土）米山奨学生学友合

同忘年会がございましたので、稲垣幹事と共に参加し

てきました。 

また来年の新年例会ですが、ルェンさんが参加され

ます。通常例会以外で参加されるのはこれが最初で最

後になるかもしれませんので、お酒も飲みながら皆様

と交流が深まればと思っております。ありがとうござ

いました。 

 
クラブ協議会（日比野万喜男会長） 

第 12 回理事会 (12 月 11 日)の報告 

＊審 議 事 項＊ 

1.治安活動関係者の表彰事業について 

日時：2019 年 2 月 12 日（火）12：30～13：30 

 場所：名鉄犬山ﾎﾃﾙ 2 階 聚楽の間  

犬山警察署より 3 名、犬山市消防本部より 1 名、丹

羽広域事務組合消防本部より 1 名ご推薦いただく。 

2.次年度地区委員会派遣要請についての承認と推薦に

ついて 

ｶﾞﾊﾞﾅｰｴﾚｸﾄ事務所より、次年度地区委員会派遣要請 

について承認と推薦の依頼あり。 

・ﾛｰﾀﾘｰ財団委員会 委員長 朱宮新治君 

 ・危機管理委員会 委員 〃 

・拡大委員会 副委員長 〃  

 ・学友委員会 委員 〃 

 ・WFF 実行委員会 委員 〃 

・青少年奉仕委員会 委員長 岡田雅隆君 

 ・危機管理委員会 委員 〃 

 ・学友委員会 委員 〃 

 ・WFF 実行委員会 副委員長 〃 

・資金管理委員会 副委員長 安田新平君  

・研修委員会 委員 日比野万喜男君  

・社会奉仕委員会 副委員長 谷定貴之君 

3.東尾張分区 IM の登録について 

 東尾張分区 IM を春日井 RC 主幹で開催 

日時：2019 年 2 月 23 日（土）（＊19 日(火)例会変更） 

    13：30～受付 

   14：00～第 1 部 IM 

   14：30～基調講演 

   16：50～第 2 部懇親会・ｱﾄﾗｸｼｮﾝ 

   19：00 閉宴の言葉 

場所：キャッスルプラザ 

登録料：10000 円 

※全員登録  

＊報 告 事 項＊ 

1.職場例会（事業所参観）について 

日時：2019 年 1 月 15 日（火） 

食事 12：00／例会 12：30～13：30 

場所：IMASEN ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ開発・研修ｾﾝﾀｰ 

内容： 

「IMASEN の将来の成長に向けた技術」について 

1.ｱﾙｸ装着体験 

2.今仙の歴史・資料館の見学 

3.ｸﾞﾙｰﾌﾟ会社の商品紹介 

2.第 4 回ｸﾗﾌﾞﾌｫｰﾗﾑ開催について 

日時：2019 年 1 月 29 日（火） 

会議 18：00～／懇親会 18：30～ 

 場所：大安 

3.事務局の年末年始のお休みについて 

 12 月 28 日（金）～2019 年 1 月 6 日（日） 

 

会員卓話   田中茂生プログラム・出席委員長 

☆河田 敏和 君 
『 私のロータリーライフ 』  

 

 皆様、今日は。本日は 13 年ぶりの卓話の当番にあた

りました。入会させて頂いてから 41 年目に入っており

ますが 5 回目です。 

 まず最初は入会 3 年目の昭和 56 年 4 月 21 日に卓話

当番にあたり、その頃は私は犬山 JC に入っておりま

したので、JC 関係の人にお願いをしようと思い、現ロ

ータリーメンバーであり当時理事長をされておられま
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した小川征一さんに「海外旅行あらかると」という内

容で卓話をしていただきました。 

その次は昭和 59 年 7 月 31 日に犬山 JC 経営者開発

委員会委員長の佐藤克宏さんに「地域の若手経済人の

経済観」という内容でお話をいただき、次は昭和 63

年 6 月 21 日に犬山 JC 理事長であり、以前当ロータリ

ークラブのメンバーでもありました田中秀樹さんに 

「JC について」という内容でお話いただき、4 回目は

平成 17 年 12 月 13 日に JC 理事長であり、当ロータリ

ークラブのメンバー井川さんのご子息に「私の JC」と

いう内容で卓話をして頂きました。 

それから 13 年間卓話の話はこなかったものですか

ら、もうすっかり忘れており、もう一生こないだろう

と思っておりましたら、先日田中先生より今度卓話を

お願いしますと言われ、又 JC の方にシスターJC であ

る台湾の基隆青年会議所との交流等についてお話を願

おうかなと思っておりましたが、田中先生より今回は

ゲストスピーカーでなく、本人でお願いしますと言わ

れ、誠に下手くそな話しかできませんが我慢して聞い

て下さい。 

私は中学高校は名古屋で、大学は東京で 6 年間、そ

して卒後青山と渋谷に治療室のある先生のもとで指導

をうけ、治療を教わっていましたが、1 年位経った頃、

父親が忙しいから一旦帰ってこいということで父親の

指導のもと、一緒に仕事をしていました。何しろ長年

犬山を離れていたせいか友人がいなくて、仕事の休み

の日なんか暇でしょうがなかったんですけど、父親は

ゴルフはしなかったんですが、たまたま犬山 C.C.の会

員権を持っていたことと、近くにスーンゴルフという

練習場があったので、ゴルフを覚えることとしました。

スーンゴルフ練習場は今の大井ゴルフショップのある

場所にあり短かったんですが 6 打席あり、仕事が終わ

ってからよく行っていました。又犬山 C.C.の今は駐車

場になっておりますが、奥の方に 2 面のグリーンとバ

ンカー、アプローチの練習場があったので早朝よくそ

こに行き練習してました。又昼休み 2 時間位ある時は

一人でキャディさんにバッグを担いでもらい、ハーフ

ラウンドをした事もよくありました。そのせいかすぐ

ハンディ 12 になり、すぐシングルになれると思ってい

たんですが、それから 10 になるまでに 10 年かかって

しまい、もうこれ以上は望めないと今は自覚しており

ます。やはり自己流では上達は望めず、優秀な指導者

につくのが上達の早道だと思います。 

さてロータリーの入会の話をさせていただきますと、

私の父親は犬山ロータリークラブのチャーターメンバ

ーであり、一緒に仕事をしている時も火曜日 12 時にな

ると、あとは頼むと言って楽しそうに出掛けていって

ましたので、ロータリークラブが好きなんだなぁと思

って見ておりました。その父が入会 11 年目の時 56 才

でしたが胃ガンが見つかり、その時はもう手遅れで手

術をできる状態ではなく、最初のうちは家で静養して

いたのですが、その時でもロータリーだけは出席して

いました。 

胃ガンが見つかってから 9 ヶ月目に他界しました。

私が 28 才の時でした。他界する 3 ヶ月前より今はあ

りませんが愛北病院に入院していて、その主治医が偶

然にも私の中学高校の同級生でして、今は津島で開業

しています。私の家内の実家も津島でして、家内の父

親が具合悪くなってその先生の医院に行き、待ってい

る間に倒れてしまい、その場で死亡してしまいました。

私共夫婦の父親が同じ先生に最期をみていただきまし

た。 

その先生は津島ロータリークラブの会長を 3，4 年前

にされ、多分次年度はガバナー補佐になられると聞い

ております。 

さて私はロータリーに入る前 JC に入っており、JC

に入るきっかけは相当前のことであり記憶は定かでは

ありませんが、父親が「二世会」というような会があ

り、当時の東海銀行の 2 階でいろいろな講習会をやっ

ているから行ってみろということで、その会に入れて

いただきました。ある時そこへ後藤善六さんと松山邦

夫さんさんがお見えになり、犬山に青年会議所を作っ

たらとというお話でしたが、私は青年商工会議所と思

い私には関係ないと思っておりましたが、その後いろ

いろな方の説明で私もそのメンバーになれると思い参

加をさせてもらうことにしました。 

 JC での一番よかったことは友人が沢山でき良い事

悪い事を沢山学ぶ事が出来たということです。チャー

ターメンバーの中では私が一番年下でしたし独身でし

たので一番自由の身であり、先輩方の悪い事悪い事に

はほとんど参加させて頂き大変楽しい思いをしており、

結婚の話を母親がしつこくもってきても 31 才まで独

身を続けておりました。しかしその年齢になりますと

当時は大学高校の同級生はほとんど結婚しており、子

供のいる人が多かったものですからもう潮時と思い結

婚をいたしました。 

 それから 1 年ちょっと後に昼休みに千田昇さんがお

見えになり、あなたも結婚したしお父さんもロータリ

ーメンバーであったのでクラブに入会しなさいとのお

誘いでした。急な話なのでびっくりして即座にお断り

し、この先 JC で日本 JC 出向の予定があるので両方は

無理だと説明しましたが両方やればいいと言われて他

にも両方をやっている方がみえると言われ、母親も横

にいて、折角お誘いをうけているのだから入りなさい

と勧めるものですからなんとなく断りきれず入会をさ

せて頂いたということです。 

私が入会したのは昭和 53 年 4 月で 33 才の時で、そ

の時の会長は第 17 代の鈴木孝さんでした。そしてその

時入会されたのは私を入れて 6 名で、石田さん、石原

さん、伊藤さん、木納さん、吉野さんと私の 6 名でし

た。又昭和 53 年度はその後、丹羽さん、長谷川さん、

田中宗太郎さんが入会され、全部で 9 名の大量入会の

年でありました。今残っているのは石田さんと私だけ

です。 

ということで入会はしたのですけれど一番年下であ

り、私の医院の患者さんや JC 関係以外は知らない人

ばかりでどこに座っていいのか何をしていいのか全く

わからず、JC でいつも遊んでいただいた中村信作さん

にくっついていたのを覚えております。 

その後は新会員が入会してみえますが皆年上の人ば

かりで私が年下から 2 番目になったのは 39 才の時で

弁護士の小川先生が入会されてやっと 6 年目に下から
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2 番目になりました。 

 次に出席の話をしますと、私は青年会議所に 15 年お

世話になり、ロータリーでは 40 年間お世話になってお

りますが、JC でも例会はほとんど休んだことがないと

記憶しており、ロータリーは 40 年皆出席を続けており

ます。皆様ご存知のように現在の年齢と入会後の年数

を足して 85 になれば出席免除の権利を得ることがで

き、私は 59 才の時にその権利を得たのですが、出席免

除の申請をすると多分私の性格上甘えてしまって欠席

が多くなりやめてしまいそうな気がしますし、父親が

自宅療養していてもロータリーだけは出席していた姿

を見ていますので、これからも身体の続く限り皆出席

を続けていきたいと思っております。といっても、全

部の例会に出られるわけでもなく、ロータリーにはメ

イキャップというシステムがありますので有効に使っ

てホームクラブの欠席の補填をしなければなりません。

現在は前後 2 週間、計 4 週間のメイキャップの余裕が

ありますが、以前は前後 1 週間、計 2 週間でしたので

大変でした。私は火曜日いつも 12 時には家を出るよう

に患者さんの予約をしておりますが、たまには断りき

れない急患や、30 分で終る予定の治療が 1 時間もかか

ってしまったとか、血の止まりが悪かったりすること

があるとその週は欠席せざるを得ないことになり、木

曜日は仕事は休みなのでメイキャップにどこへ行くか

探さなければならなくなります。木曜日ゴルフ等の用

事があれば夜間例会をやっている各務原中央 RC へ、

用事がなければ可児 RC へ行って出席補填をしており

ました。今でも江南 RC、可児 RC、名古屋丸の内 RC、

各務原中央 RC には時々お世話になっております。で

すから今はできるだけホームクラブでの出席を心掛け

ております。 

以前こんなこともありました。今から 20 数年前だっ

たと思いますが出席委員長より、あなたはホームクラ

ブへの出席が規定より少ないので注意して下さいと言

われてそんな規定があったのも知りませんでしたが、

これから気をつけますと返事をしておいたことを覚え

ております。 

次に草屯関係のお話をさせていただきます。本当は

小川征一さんが一番詳しいですが、私の覚えている範

囲内でお話をさせていただきます。 

まず草屯 RC との姉妹締結に至った経緯ですが、そ

れは第 15 代会長小川鐐二郎さんの時で私はまだ入会

しておりませんでしたが、以前林先生や中村研一さん

から話を聞いておりましたので知っている範囲でお話

させていただきます。 

当時国際間の相互理解と友好親善を図る為、外国の

RC と姉妹提携を結ぼうというプランがかねてからあ

ったようですが、当時の 260 地区大会でパストガバナ

ーから姉妹提携はまず近隣で、言葉の点でもわかるよ

うなところが望ましいとのアドバイスを受け、これに

従って当時の国際委員長の林先生と台湾通の中村研一

さんがそれぞれの台湾の友人を介して草屯 RC との提

携の話が持ち上がり、それぞれ両 RC メンバーの骨折

りでスムーズにまとまり、昭和 50 年 11 月に会長以下

15～16 名にて大阪空港より台湾入りし 11 月 14 日草

屯 RC の 5 周年式典の時、姉妹締結書に調印されまし

た。姉妹クラブ締結書の内容は、「国際ロータリー第

345 地区草屯ロータリークラブと第 360 地区犬山ロー

タリークラブとは双方の希望と同意によりロータリー

精神に基づき相互理解友情を深め、併せて国際親善と

平和の推進に寄与することを目的として別に細則を定

めて本日より 5 年間姉妹クラブ関係を結びます」と書

いてあります。 

次に青少年派遣事業ですが、この目的は多くの青少

年を海外に派遣し、日本と言う国を外から見ることの

重要さ、そして外国の風土風習を学ばす為でした。 

その第 1 回目の派遣は第 22 代会長高木淳二さんの

時でボーイ・ガールスカウトを台湾に派遣いたしまし

た。この事業の成功により RI より「意義ある業績賞」

を頂くことができました。 

次に第 24 代会長伊藤喜八郎さんの時は青少年派遣

はこの年は中止とし、その代案として国際委員長の小

川征一さんを中心として国際親善に役立つ事業をと考

え検討されて草屯クラブとの共同事業ということで、

タイムカプセルの埋設を決められ、両クラブの資料や

会員のメッセージや当時の街の様子を撮った写真等を

プラスチック製のコレトラに入れ、「友愛号」と名付

け草屯の地中に埋設しました。このことは台湾でも珍

しいことで新聞に載り台湾全土に報道されました。 

それから台湾草屯童子軍の受け入れを最初されたの

は第 29 代会長の平林さんの時で、この時は青少年海外

派遣も行っており、又オーストラリアからの交換学生

のカレンさんも受け入れております。 

そして第 30 代会長の宮岡史郎さんの時にはオース

トラリアのアシュモアロータリークラブとの友好提携

が行われております。アシュモア RC との経緯はその

前の年に犬山市が企画した中学生海外ホームステイ旅

行の内 2 人がアシュモア RC のご家族にホームステイ

をしたのがきっかけでゴールドコースト大学客員教授

ポール平井様を介して友好交流の申し入れがあり、こ

れを受け入れたということです。 

そして第 31 代会長田中昭郎さんの時は創立 30 周年

にあたり、草屯で過去 6 回 BS・GS のホームステイそ

の他色々お世話をいただいたお礼として草屯ロータリ

ーに時計塔を寄贈し、以前埋設したタイムカプセルを

時計塔の下に移動しました。 

次に第 35 代田中宗太郎会長は大変台湾好きな方で

これは息子さんも血を引いておりますが草屯 RC 創立

25 周年にあたり、会員・ご夫人等大訪問団を組まれ、

その時の記念事業は草屯を出発点とした大きな道路が

出来るということで、そこに 400m 位の間両側に植樹

をし、もう一つは大きなクスノキの大木を図書館の玄

関前に植樹をしたことです。しかし田中会長は病の為

参加することができず残念そうにしてみえました。 

次に第 39 代会長石田さんの時、平成 11 年 9 月 21

日に草屯鎮の近くで大地震が発生し草屯 RC ともメン

バーとも連絡がなかなかとれませんでした。そんな時

危険も顧みず小川征一さんが台湾に行かれ、様子を見

ながらお見舞いに行かれたと聞いた時はびっくりしま

した。甚大な被害はあったようですがメンバーは無事

だと分かりホッとしました。 

そしてその年の 11 月草屯ロータリーに例会出席の
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際、クラブより 350 万の義援金とボーイ・ガールスカ

ウトからの見舞金 40 万 6 千円を渡し、市内のメンバ

ー宅、事務所、旭光・草屯・日新各中学校、市役所等

視察しましたが被害の大きさに驚きました。 

それからこの年度は 10 月 16 日 17 日 18 日と RI 第

2760 地区の地区大会のホストクラブとして会員 2,517

名を集め、名鉄犬山ホテル、犬山市民文化会館、犬山

C.C.にて行い、無事終了したことはメンバー全員ホッ

とした思い出があります。 

それから第 40 代会長の武山さんの時は前年度の地

震のことを考えて、BS・GS の派遣は止めて草屯童子

軍の受け入れに変更し、草屯より 64 名、その他いろい

ろな来賓、メンバー全員で 190 名による歓迎式典と懇

親会、ホームステイを行い大変喜ばれました。 

次に第 41 代会長高木旭さんの時は創立 40 周年事業

の為、青少年海外派遣は行いませんでしたが、記念式

典には草屯 RC より多数の会員家族の方に来ていただ

きました。 

それから第 42 代会長の会長の小川征一さんの時は 

12 年前の伊藤会長の時に草屯に埋設した「タイムカプ

セル友愛号」の開封を行い、又震災復興記念として、

旭光中学校の校庭に記念碑を設置いたしました。又そ

の年度には以前行われていた一泊親睦旅行をより親睦

を図る為復活させ、下見に行った時は奇麗な芸者さん

でしたが、本番では皆様をがっかりさせてしまったこ

とを覚えております。 

次の蛯原会長の時は SARS の影響で台湾草屯童子軍

との交流は中止となりました。 

さてここで私の卓話は終わりにしますが、今は会員

数が少なくなっていますが一番多かったのは平成 11

年から 12 年にかけての第 39 代会長の石田さんの時で

89 名の会員がお見えになりました。 

私が入会した年には 69 名の会員がお見えになりま

したが、その内今残ってみえるのは谷津さん、平林さ

ん、石田さん、そして私の 4 名だけです。 

本日はどうもありがとうございました。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

＝名鉄犬山ホテルにて＝ 

 


